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日本陸上競技学会第 21回大会
開催にあたって

 日本陸上競技学会第 21回大会　　　　　　　

 実行委員長　杉　田　正　明　　

日本陸上競技学会第 21 回大会の開催にあたり、大会実行委員長として、歓迎のご
挨拶を申し上げます。今年度は 3年ぶりに対面形式のかたちで会場を日本体育大学
世田谷キャンパスとし「陸上競技の強化と科学 温故知新」をメインテーマに開催さ
せていただきます。
新型コロナウィルス感染症が一時収まりかけたかに見えた感染状況も 2022 年の末
から再び凄まじいほどの広がりを見せるなど、未だ予断を許さない日々が続いてい
ます。学会などの学術活動は、インタラクティブな情報をもとにした思考のやり取りを非言語的かつ五
感を働かせつつ、その場の空気感や臨場感の中で時空間を共有しないと成立し得ない活動だと思います。
本 21 回大会がコロナによって分断された人と人とのつながりを紡ぎ直していくwith コロナとして初め
ての陸上競技学会になればとの思いで企画致しました。
2022 年 7 月 14 日（日本時間 15 日）オレゴンで開催されたワールドアスレティックスの会議において、
2025 年世界陸上の開催地に東京が選出される嬉しいニュースが届きました。東京が世界陸上を迎える
のは 1991 年以来 34 年ぶりとなりますが、わが国における陸上競技の本格的なパフォーマンス分析研究
は 1991 年大会が発端であり、この時には総勢 79 名の研究班員が燃えるが如く活動し、世界一流選手の
技術に関する多くの知見を得ることができました。それらはその後の日本陸上界の発展に大きく貢献し、
また多くの研究者が育つ契機となった活動でもあり、様々な形で我が国のスポーツ界の競技力向上に広
く役立つことにも寄与したといえます。2025 年の東京大会でも再びパフォーマンス分析の研究班を編
成し活動を行う予定とされています。尾縣会長はじめ関係者の方々のご尽力に敬意を表するとともに感
謝申し上げる次第です。
基調講演には、1991 年の東京大会でバイオメカニクス研究特別班を主導され、また日本陸連科学委
員長を長年務められた小林寛道先生、阿江通良先生から、陸上競技の科学研究・医科学サポートのこれ
までと今後に向けてについて、当時のことも含めて陸上競技研究の歴史と科学的根拠の重要性について
ご講演をいただきます。
シンポジウム 1では、陸上競技のコンディショニングサポートのテーマで三人の先生から最新の情報
提供をいただき、シンポジウム 2では、昨年、100 ｍハードルで日本記録を二度にわたって更新した福
部真子（日本建設工業）選手とコーチの尾崎雄祐先生をお招きし、更なるパフォーマンス向上のヒント
を探ります。
キーノートレクチャーでは、小平奈緒選手の指導者である結城匡啓先生をお招きすることができまし
た。結城先生とは旧知の仲で、科学委員会でも協働した同士でもあります。サイエンスとコーチングの
要素を半々に織り交ぜ、スピードスケートで世界一を成し遂げた具体的な取り組みとその考え方につい
てご講演いただく予定です。
本学会大会の開催が、参加者の皆様とともに日本の陸上界の更なる高みを目指すための強化と科学の
在り方を考える良い機会となることを強く願います。平和な日本で、陸上競技学会を対面形式で開催さ
せていただくことに感謝し、盛会となるよう努めさせていただきたいと思います。
2日間どうぞよろしくお願い申し上げます。
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新型コロナウイルス感染症対策について

第 21 回大会では『対面開催』で行います。開催にあたっては、感染症対策に十分な注意を払い大会
を運営いたします。

【ご参加される皆様へのお願い】
（1）前日及び当日 37.5 度以上の発熱や体調不良等の場合には来場をお控えください。
（2）マスクの着用をお願いいたします（不織布製のものを強く推奨します）。
（3）当日は、健康チェック（咳、鼻水、発熱など）を実施させていただきます。

【会場での対策とお願い】
（1）会場入口に消毒用アルコールを設置しますので、手指消毒にご協力ください。
（2）会場入口で検温を行いますのでご協力ください。
（3）会場では間隔を空けてご着席ください。
（4）会場の換気（ドアの開放）を実施いたします。
（5）鼻水・唾液のついたゴミは各自でお持ち帰りください。
（6）休憩時間や 1日目のプログラムが終了してから机・椅子などを消毒いたします。
（7）食事は、感染対策を行った場所での黙食にご協力ください。
（8）飲み物は、個別のペットボトル飲料等をご用意ください。
（9）大声での会話はお控えください。
（10）スタッフは、検温をはじめとする体調管理とともに感染防止を徹底いたします。

期間中もしくは終了後 1 週間以内に、
・発熱・咽頭痛や咳などの体調不良や感染が疑われる症状が見られた
・新型コロナウイルス陽性が確認された
場合は、速やかに日本陸上競技学会第 21 回大会事務局までご連絡ください。なお、聞き取り等をさせ
ていただくことがありますので、期間中の行動記録へのご協力をお願いいたします。

以上の感染症対策は、開催時期の情勢にあわせて修正します。
ご参加される皆様には、最新の情報をご確認のうえご参加いただきますようお願いいたします。
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大会参加者へのお願い

1．受付
（1）受付時刻
2月 22 日（水）　　　11：30 ～　教育研究棟 2階　2205 教室
2月 23 日（木・祝）　 8：30 ～　教育研究棟 2階　2205 教室
※協賛企業受付も同様の時刻、場所にて実施いたします。

（2）学会大会会員証
受付にて学会大会会員証をお渡ししますので、大会期間中は常に身に着けてください。なお、大会終
了時、お帰りの際には、会員証ケースはご返却ください。ご返却のお忘れがないようご注意、ご協力を
お願いいたします。

（3）参加費未納者
大会参加費未納で当日参加される方は、受付にて大会参加費をお支払いください。
学生として参加される方は、学生の身分を証明できるもの（学生証など）をご提示ください。

（4）クローク
2月 22 日（水）　　　11：30 ～ 18：00　教育研究棟 2階　2201 教室
2月 23 日（木・祝）　 8：30 ～ 13：15　教育研究棟 2階　2201 教室

2 ．大会参加費
（1）日本陸上競技学会会員　　　　　　　　　　　　　　　　2,000 円
（2）日本陸上競技学会会員　学生　　　　　　　　　　　　　1,000 円
（3）非会員（大会当日（2日間）のみ参加者）一般　　　　　 4,000 円
（4）非会員（大会当日（2日間）のみ参加者）学生　　　　　 1,000 円

3 ．学会会員新規入会・年会費
日本陸上競技学会会員として入会を希望される方は、学会入会受付にて、年会費（正会員 5,000 円、

一般会員 3,000 円）をお支払いの上、学会HPから入会申し込みをお願い致します。

4 ．ご来場に際して
キャンパス内に駐車場はございませんので、ご来場には公共交通機関をご利用ください。

5 ．会場内における各種スペースについて
講演会場以外にフリースペースを 1202 教室に設けております。休憩、昼食等の際にご自由にお使い
ください。
また各種会場、スペースは以下の通りとなります。（位置関係は会場案内参照）
・基調講演、シンポジウム、キーノートレクチャー：記念講堂
・受付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：2205 教室
・クローク　　　　　　　　　　　　　　　　　　：2201 教室
・ポスター発表　　　　　　　　　　　　　　　　：1201 教室
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・フリースペース　　　　　　　　　　　　　　　：1202 教室
・打合せスペース　　　　　　　　　　　　　　　：2202 教室
・登壇者控室　　　　　　　　　　　　　　　　　：2203 教室
・理事、実行委員控室　　　　　　　　　　　　　：2206 教室
・協力学生控室（2月 22 日のみ）　　　　　　　　：2204 教室

6 ．昼食について
大会期間、校内の食堂は営業しておりません。各自ご用意いただくか、近隣の食堂、レストランをご
利用ください。

7 ．JAAF 公認スポーツ指導者（JSPO陸上競技コーチ資格）をお持ちの方へ
JAAF公認スポーツ指導者資格（JSPO陸上競技コーチ資格）をお持ちの方について、本大会 2日間で、
ご自身が選択したプログラムを合計 3時間以上となるように受講すると更新講習に充当することができ
ます。但し、開会、閉会式および一般研究発表は含みません。出欠確認に関しては、各プログラムにて
出欠確認用QRコードを掲示しますので、QRコードを読み取り、必要事項を入力し出欠確認を行って
ください。
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研究発表者へのお願いとお知らせ

■ 基調講演、シンポジウム、キーノートレクチャー
1．発表者受付
発表者の受付は、教育研究棟 2階 2205 教室にて 22 日は 11：30、23 日は 8：30 から行っております。
発表者は発表当日、遅くとも発表開始時間 1時間前までに受付を済ませてください。

■ 一般研究発表（ポスター発表）
1．発表者受付
上記と同様に、教育研究棟 2階 2205 教室にて 22 日 11：30 より行います。遅くとも質疑応答開始時

刻の 1時間前（13：45）までに受付をお済ませください。

2 ．ポスターの展示
・ポスター発表会場は 1201 教室です。22 日 10：00 から 13：00 までに貼り付けてください。展示パネ
ルの上部に演題番号を表示しておりますので、該当する番号のパネルに展示してください。貼り付け
用のピンなどは展示パネルに準備しております。
・ポスターのサイズは、縦 175cm×横 85cm以内です。ポスターの最上部には題字（70 ポイント以上）、
氏名・所属（40 ポイント以上）を明示してください。本文（30 ポイント以上）を全紙、または何枚
かに分けて貼る方法で提示してください。
・ポスターの展示時間は、22 日 12：00 から 23 日 12：20 までです。
・質疑応答時間は 22 日 14：45 から 15：45 です。発表者は、質疑応答時間にポスターの前にお立ちく
ださい。座長の司会進行により 3分で研究の概要を発表し、1件まで質疑応答を受けてください。
・ポスターの返却を希望する方は、閉会後に各自はがしてお持ち帰りください。なお、23 日 13：15 以
降に展示してあるポスターは大会事務局で破棄させていただきます。

ご不明な点がありましたら、大会事務局へお問い合せください。

問い合せ先
日本陸上競技学会第 21 回大会事務局 
　〒 158-8508 東京都世田谷区深沢 7-1-1
　日本体育大学杉田研究室内 
　TEL：03-5706-1148
　E-Mail：jsa21nittai@gmail.com
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大会日程・プログラム

テーマ『陸上競技の強化と科学　温故知新』

■ 大会主管校　日本体育大学
■ 大会共催　　公益財団法人日本学生陸上競技連合、関東学生陸上競技連盟
■ 開催日程　　2023 年 2月 22 日（水）～ 23 日（木・祝）

■ 1 日目 2023 年 2月 22 日（水）　日本体育大学　世田谷キャンパス

開会挨拶 12：45～13：00 B 階　記念講堂
会長　　　　　　　　尾縣　貢（筑波大学）
大会実行委員長　　　杉田正明（日本体育大学）
日本体育大学副学長　水野増彦（日本体育大学）

基調講演 13：00～14：30 B 階　記念講堂
「陸上競技の科学研究・医科学サポートのこれまでと今後に向けて」
小林寛道（東京大学 名誉教授・静岡産業大学）
「陸上競技の科学研究・医科学サポートのこれまでと今後に向けて～ 1988 年から 2004 年まで
の活動を踏まえて～」
阿江通良（日本体育大学）
「陸上競技のバイオメカニクスとサポートのこれまでと今後への期待：1991 年ごろから」
司会：杉田正明（日本体育大学）

一般研究発表＜ポスター発表＞ 14：45～15：45 2 階　1201 教室
座長：苅山　靖（山梨学院大学）
　　　木越清信（筑波大学）
　　　眞鍋芳明（中京大学）
　　　森丘保典（日本大学）

シンポジウム 1 16：00～17：30 B 階　記念講堂
「陸上競技のコンディショニングサポート」
須永美歌子（日本体育大学）
「ライフステージを見据えた女性アスリートのコンディショニング」
鳥居　俊（早稲田大学）
「テストステロン値からみた長距離選手のオーバートレーニング、コンディションのサポート」
山中　亮（新潟食料農業大学）
「男子ナショナル短距離選手を対象とした合宿時におけるコンディションサポート」
コーディネーター：桜井智野風（桐蔭横浜大学）
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■ 2 日目　2023 年 2月 23 日（木・祝）　日本体育大学世田谷キャンパス

キーノートレクチャー 9：00～10：30 B 階 記念講堂
「日本選手の世界一への挑戦に向けて～他競技から学ぶ～」
結城匡啓（信州大学）
司会：森丘保典（日本大学）

シンポジウム 2 10：45～12：15 B 階 記念講堂
「100mハードルの更なる発展に向けて」
貴嶋孝太（大阪体育大学）
「国内女子 100mハードルの記録向上とレースパフォーマンス分析結果について」
尾﨑雄祐（広島大学）
「女子 100mハードル日本記録達成までの歩みとパリ五輪へ向けた取り組み」
福部真子（日本建設工業）
コーディネーター：貴嶋孝太（大阪体育大学）

閉会 12：20～12：45 B 階 記念講堂
優秀発表者表彰
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一般研究発表（ポスター発表）一覧

P-01 梶　谷　亮　輔 環太平洋大学 男子 200m 競技者におけるマーク走を活用したストライドパ
ターン修正の取り組み～U20 日本選手権優勝者の事例に着目
して～

P-02 佐　藤　高　嶺 筑波大学 構造方程式モデリングを用いた競歩における高い歩行速度獲得
のための因果構造の検討

P-03 池　田　涼　香 筑波大学 短時間高強度運動におけるエネルギー供給比率に性差が及ぼす
影響－運動時間の違いに着目して－

P-04 加　藤　優　尚 筑波大学 ミニハードルの高さの違いがステップ変数および疾走動作に及
ぼす影響

P-05 長谷川　貴　大 筑波大学 神経筋疲労の評価を目的としたCMJ の有用性に関する実践的
研究～陸上競技短距離競技者を対象に～

P-06 井　上　聖　也 鹿屋体育大学 足趾把持筋力トレーニングが鉛直ジャンプパフォーマンスとス
プリント走パフォーマンスに及ぼす影響

P-07 大　山　睦　子 川崎医療福祉大学 月経周期にともなう運動パフォーマンスと筋線維タイプの関係

P-08 池　村　勇　人 筑波大学 重度視覚障がいを有する陸上競技100m選手の指導に関する一考
察－発生運動学の立場から－

P-09 齊　藤　勇　真 筑波大学 陸上競技短距離走競技者における 1シーズンの疾走動作と筋形
態の縦断的変化

P-10 夏　井　勇　輝 東海大学 日本陸上競技選手権大会男子砲丸投における回転投法の人数と
記録の推移

P-11 山　元　康　平 福井工業大学 日本学生トップレベル競技者の大学生期における記録発達の特徴

P-12 牧　野　瑞　輝 中京大学 やりおよび野球ボールを用いた投動作における相違点の検討
―やり投げ競技者を対象として―

P-13 菊　池　翔　太 日本大学 踏切位置の変化がハードル走に与える影響

P-14 鐵　口　　　蓮 日本体育大学 競技力向上を目的とした男子 110ｍH選手のセルフコーチング
における事例研究

P-15 森　口　諒　也 東海大学 陸上競技跳躍選手の立五段跳における選手の動感創発に関する
研究

P-16 藤　原　功　規 東海大学 下肢のキネシオテープが走行時の無酸素性エネルギー代謝に及
ぼす効果

P-17 久保田　太　一 筑波大学 110m ハードル走のアプローチ区間における疾走様態とゴール
タイムおよびインターバルランタイムの関係－陸上競技ハード
ル走競技者を対象に－

P-18 永　原　　　隆 鹿屋体育大学 国内一流男子 110mハードル走選手の特徴：バイオメカニクス
の観点から

P-19 北　山　智　大 順天堂大学 大学生男子陸上競技投擲選手の体組成と血液マーカーに関する
縦断的研究

P-20 上　野　天　詩 東海大学 投擲選手におけるウエイトトレーニングと競技力の関係性
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P-21 森　田　俊　一 東海大学 TEMによる 110m ハードル走におけるアプローチ歩数減少経
験による記録短縮要因の検討

P-22 堀　内　郁　哉 順天堂大学 大学長距離選手における 5000m走後の部位別筋硬度変化

P-23 金　関　直　希 東海大学 IASTMツールによる運動連鎖の変化について

P-24 蔭　山　和　敬 順天堂大学 プレショートインターバル走がペースランニング後の血中乳酸
濃度に及ぼす影響

P-25 山　下　直　紀 日本体育大学 女子円盤投における記録低下の要因とターンの「入り」の動作
への指導が円盤速度の獲得に与える影響

P-26 川　瀬　孝　則 日本体育大学 陸上短距離の 200m走のパフォーマンス向上を目的としたセル
フコーチングに関する研究

P-27 黒　﨑　渥　矢 日本体育大学 10000mレースにおける男子長距離走者の走動作タイプについて

P-28 中　山　滉　一 中京大学 風速の異なる追い風が疾走に与える影響－個人のステップパラ
メータの変化に着目して－

P-29 景　行　崇　文 日本スポーツ振興セ
ンター / 国立スポー
ツ科学センター

棒高跳のパフォーマンスと肩関節伸展筋力および内旋外旋筋力
との関係

P-30 伊　藤　信　之 横浜国立大学 女子三段跳における助走速度および各歩の跳躍距離の簡易的な
計測法

P-31 瀧　川　寛　子 中京大学 ジャベリックスローにおける投てき記録と動作との関係

P-32 中　才　幸　樹 明治国際医療大学 短距離走における地面反力に着目したスプリントドリルの創案

P-33 佐　竹　章　敏 筑波大学 国内一流 110mハードラーのアプローチ区間と最速インターバ
ル区間の関係

P-34 三　好　　　蓮 順天堂大学 陸上競技男子 400mハードル走中におけるハードル間の歩数の
増減による疾走速度と動きの変化

P-35 木　下　裕　貴 順天堂大学 スパイクレスシューズがスプリント走の加速局面に及ぼす影響

P-36 中　澤　　　翔 日本体育大学 大学男子長距離選手の競技力向上に向けたトレーニング指標お
よびコンディション指標のモニタリング

P-37 近　藤　雄　大 北海道大学 第 2回国際女子競技大会（1926 年）における人見絹枝の跳躍
動作に関する一考察
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会場案内

第 21 回大会は日本体育大学世田谷キャンパス教育研究棟にて開催いたします。

大会会場：日本体育大学世田谷キャンパス教育研究棟

＜日本体育大学　教育研究棟　B階（地下 2階）＞
講演・シンポジウム会場：記念講堂

― 10 ―



＜日本体育大学　教育研究棟　2階＞
受付　　　　　　　：2205 教室
クローク　　　　　：2201 教室
ポスター発表会場　：1201 教室
フリースペース　　：1202 教室（休憩等ご自由にお使いください）
打合せスペース　　：2202 教室
登壇者控室　　　　：2203 教室
理事、実行委員控室：2206 教室
協力学生控室　　　：2204 教室（2/22 のみ）
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会場へのアクセス

日本体育大学世田谷キャンパス
〒 158-8508 東京都世田谷区深沢 7-1-1
最寄駅；
（1）東急田園都市線「桜新町」駅より、徒歩 15 分またはバス 5分
①「黒 07 目黒駅前」行、②「都立 01 都立大学駅北口」行いずれも「日本体育大学前」にて下車

（2）東急大井町線「等々力」駅より、徒歩 25 分またはバス 10 分
①「等 12、用 06 成城学園前駅」行、「日本体育大学前」にて下車

（3）JR山手線、埼京線「恵比寿」駅より、バス 30 分
①「恵 32 中町五丁目 / 用賀駅」行、「日本体育大学前」にて下車
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＜桜新町駅発　バス時刻表＞

＜等々力駅発　バス時刻表＞

＜恵比寿駅発　バス時刻表＞
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第 21回大会
1日目　2月 22 日（水）

基調講演
13：00～14：30

＜記念講堂＞

「陸上競技の科学研究・医科学サポートのこれまでと今後に向けて」

登壇者　　　　　　小林　寛道（東京大学 名誉教授・静岡産業大学）

　　　　　　　　　阿江　通良（日本体育大学）

司会　　　　　　　杉田　正明（日本体育大学）

一般研究発表
＜1201 教室＞

14：45～15：45

シンポジウム 1
16：00～17：30

＜記念講堂＞

「陸上競技のコンディショニングサポート」

登壇者　　　　　　須永美歌子（日本体育大学）

　　　　　　　　　鳥居　　俊（早稲田大学）

　　　　　　　　　山中　　亮（新潟食料農業大学）

コーディネーター　桜井智野風（桐蔭横浜大学）
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基調講演

陸上競技の科学研究・医科学サポートの
これまでと今後に向けて

～ 1988 年から 2004 年までの活動を踏まえて～

小林　寛道（東京大学 名誉教授・静岡産業大学スポーツ科学部 特別教授）

1． 日本においてスポーツの科学化（陸上関係）の道筋を進めた先人たち
 大島鎌吉氏　織田幹雄氏、加藤橘夫氏、猪飼道夫氏、松井秀治氏
2．1964 年東京オリンピック大会、1968 年メキシコオリンピック大会に向けて
 日本体育協会スポーツ科学研究室　（黒田善雄氏　塚越克己氏）
 日本体育協会スポーツ医科学委員会　競技力向上に関する研究の推進
3． 東京オリンピック後の国内状況（1970 ～ 1980 年代）
 競技選手養成よりは、国民体力の向上が大切。国民体力づくり運動の推進。
4． 1988 年ソウルオリンピック大会の惨敗
5． 国際競技力向上に対する機運が生じてきた
6． 1991 年　第 3回世界陸上選手権大会東京大会に向けて
 小掛照二強化本部長　新組織の科学部（科学委員会）（小林）、技術委員会（関岡）、普及委員会（佐々
木）、強化委員会（大串）、医学委員会（浅野）、法制委員会（竹内）、審判員会（藤田）強化本部担
当マネジャー（安田）、事務局長（松岡）

7． 1991 年バイオメカ二クス研究特別班の活動とその後の経緯
8． 科学部・科学委員会の活動
 ①暑さ対策　②高地トレーニング、③栄養・医科学サポート、④体力測定
 ⑤低酸素環境トレーニング　⑥トレーニング用器具、用品の開発
9． 栄養サポートに関する研究
 ①アミノ酸サプリメントの開発、②食事・栄養に関する知識の普及
10．コンディショニングに関する研究
 ① POMS　②尿　③心拍数　④ SPO2　⑤血液性状（ヘモグロビン）
11．国立スポーツ科学センターの設立　2000 年
 本格的なスポーツ医科学の研究と医科学サポートの推進

プロフィール
生年月日：1943 年 6 月 24 日
所 属 先：東京大学名誉教授・静岡産業大学スポーツ科学部（特別教授）
学　　位：教育学博士
略　　歴：東京大学教育学部卒、東京大学大学院教育学研究科（修士課程）修了、

学位取得（論文提出による）。カリフォルニア大学環境ストレス研究所に
2年間留学（ポストドクター）。

職　　歴：名古屋大学（18 年間）、東京大学教養学部・大学院総合文化研究科（20 年間）、 東京大学大
学院新領域創成科学研究科（10 年間）、東京大学スポーツ先端科学研究拠点（3年間）

併　　任：日本大学国際関係学部（7年間）、静岡産業大学（15 年間　在職中　2021 年にスポーツ科学
部が新設された）
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主な指導歴等：東京大学陸上運動部の監督、部長
その他社会活動：
 日本陸上競技連盟科学部長・科学委員長（1988 ～ 2004）
 日本体育学会（会長）・日本発育発達学会（会長）
 高所トレーニング環境システム研究会（会長）
 NPO法人東大スポーツ健康マネジメント研究会（理事長）
 東京大学陸上運動倶楽部（会長　現在）

 1998 年　第 1回秩父宮記念スポーツ医・科学賞 奨励賞 受賞 
 1999 年　東京都発明功労者表彰 受賞
 2005 年　第 8回秩父宮記念スポーツ医科学賞 奨励賞 受賞 
 2005 年　日本体育協会スポーツ指導者表彰 受賞 
 2005 年　岐阜県高根村自治功労者表彰 受賞 
 2006 年　中富健康科学振興賞 受賞 
 2011 年　日本陸上競技連盟　秩父宮章 受賞
 2013 年　第 16 回秩父宮記念スポーツ医・科学賞 功労賞 受賞

主な著書：東大式世界一美しく正しい歩き方 日本文芸社（2018）
 健康寿命を延ばす認知動作型 QOM トレーニング 杏林書院（2013） 
 大腰筋の歌体操 杏林書院（2006）
 運動神経の科学 講談社現代新書（2004）
 高所トレーニングの科学 共編　杏林書院（2004）
 ランニングパフォーマンスを高めるスポーツ動作の創造 杏林書院（2001）
 スポーツスピード・トレーニング（監訳） 大修館書店（1999）
 幼児の発達運動学 ミネルヴァ書房（1990）
 走る科学 大修館書店（1990）
 高齢者の運動と体力　朝倉書店（1985）
 メキシコの子どもの体力と生活環境 名古屋大学出版会（1985）
 日本人のエアロビック・パワー 杏林書院（1982）
 身体運動学概論　共著　大修館書店　（1976）
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基調講演

陸上競技のバイオメカニクスとサポートのこれまでと
今後への期待：1991 年ごろから

阿江　通良（日本体育大学スポーツ文化学部 教授）

1991 年、第 3回世界陸上が東京で開催された。これ以前にも陸上競技の医科学研究は行われ、特に
選手の体力評価、高地トレーニング、暑熱対策、栄養、コンディショニングなどについては生理学的・
体力学的研究による成果が徐々に蓄積され、いくつかが現場にも浸透しつつあった。しかし、実際の競
技会における選手の分析、すなわちパフォーマンス分析研究、特に選手の技術に関するバイオメカニク
ス的研究は計測技術の制約もあって、十分な成果が得られていなかった。ところが、1980 年あたりか
らDirect Linear Transformation method（DLT法）と呼ばれる 3次元動作計測法、ビデオカメラ、コ
ンピュータ技術が急速に発展・普及し、これらがスポーツ分野にも導入されるようになった。1991 年
の第 3回世界陸上でのバイオメカニクス研究特別班の活動では 51 台のカメラが競技場全体に設置され、
これらの計測技術のスポーツ競技現場における大々的な活用の場となった。これにより、これまで切望
されながらも、実現しなかった世界一流陸上競技選手の技術が研究できるようになったのである。
その後、より発展的な研究活動（競技会のパフォーマンス分析）が継続して行われ、他の競技にも広
がりを見せ、様々な形で広く競技力向上に役立っている。陸連科学委員会の活動は、パフォーマンス分
析にとどまらず、データの蓄積による多くの示唆、合宿帯同に伴うデータ収集・フィードバック、選手・
コーチとの意見交換などが行われるようになった。例えば、伊藤グループによる短距離走技術の研究は
わが国の短距離陣に革命的な考え方の変化を生じ、杉田・松尾グループのリレー分析は日本チームへ多
くの示唆を行い、世界一流のリレーチームを作り上げるのに貢献した。また松尾らの 100m走の時間分
析データの蓄積は日本人初の 9秒台の記録出現を見事に予測している。現在もパフォーアンス分析、特
にレースの時間分析が継続され、データ蓄積も進んでいるようであり、今後は時間分析にデータサイエ
ンンスやAI の研究成果を適用して、新たな陸上競技に関する知見が得られるように思われる。
先日、かつて優れた選手であり、現在はコーチでもある陸上競技研究者から「最近のハードル種目の
好記録続出の原因はなんでしょうかね」との問いかけを受けた。もちろん、これらの成果は選手・コー
チの工夫と努力によるのは言うまでもないが、陸上競技研究者や科学委員会のデータは、この疑問に対
して、あるいはどのような動作（技術）の変化があって、このような成果が得られているのかという問
いに対して科学的根拠を示して的確に答えられるであろうか。時間分析だけでなく、動作に着目したパ
フォーマンス分析研究は十分であろうか。
上述した伊藤らの研究は Lewis など数名の選手の動きを疑問を持って検討した結果、短距離走技術
についての新しい（正しい）見方あるいは理論に到達したものである。膨大なデータを扱っている、あ
る物理学者は「真実は少数にあり」と述べて、データ数に惑わされることなく、少数のデータについて
詳細に頭を使って吟味することの重要性を唱えている。陸上競技研究もｎ＝ 1の科学から普遍性と特殊
性の両方向への発展が望まれ、そうすることによって様々な段階に応じた適切なサポートが可能になる
と考えられる。陸上競技学会員には、2025 年の東京大会をその一大契機にすべく準備することが期待
される。
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プロフィール
生年月日：1951 年 3 月 1 日
所 属 先：日本体育大学（教授）
学　　位：教育学博士（筑波大学）
略　　歴：1982 年 筑波大学大学院博士課程体育科学研究科
 2006 年 筑波大学体育科学系　学系長
 2008 年 筑波大学体育専門学群　学群長
 2012 年 筑波大学副学長（教育担当）、理事
 2015 年 日本体育大学特別招聘教授
  筑波大学名誉教授

 2005 年 日本陸上競技連盟科学委員会委員長（->2011 年）
主な指導歴等：
 1983 年 筑波大学陸上競技部の跳躍アシスタントコーチ
 1989 年～ 1993 年　同　混成競技コーチ
  学生選手権　十種競技、七種競技　優勝など
その他社会活動： 
 1991 年 第 3 回世界陸上競技選手権大会（東京、1991）
  バイオメカニクス研究プロジェクトリーダー
 1998 年  IOC Biomechanics Research Project in Nagano Winter Olympic Games、Speed 

skating project leader
 2007 年 第 11 回世界陸上競技選手権大会（大阪、2007）
  バイオメカニクス研究プロジェクトリーダー

 1998 年　第 1回秩父宮記念スポーツ医・科学賞奨励賞
  日本陸上競技連盟科学委員会バイオメカニクス班
 2011 年 日本体育協会公認スポーツ指導者等表彰
 2012 年 日本陸上競技連盟　秩父宮章
 2019 年 国際スポーツバイオメカニクス学会
  学会賞　Dyson Award
 2020 年 日本スポーツ協会
  秩父宮記念スポーツ医・科学賞　功労賞

所属学会： 日本体育学会（名誉会員）、日本バイオメカニクス学会（名誉会員）、日本コーチング学会、
日本陸上競技学会、国際スポーツバイオメカニクス学会、国際バイオメカニクス学会、アジ
アキネシオロジー学会など

主な著書：スポーツバイオメカニクス20講 朝倉書店（2002 年）、バイオメカニクス 杏林書院（2004 年）、
体育・スポーツ指導のための動きの質的分析入門 ナップ（2007 年）、身体運動のバイオメ
カニクス研究法 大修館書店（2008 年）、スプリントトレーニング　朝倉書店（2009 年）、ス
ポーツ科学・医学大事典 西村書店（2010 年）、スポーツ技術のバイオメカニクス ブックハ
ウスHD（2011 年）
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シンポジウム 1　陸上競技のコンディショニングサポート

ライフステージを見据えた女性アスリートの
コンディショニング

須永　美歌子（日本体育大学児童スポーツ教育学部 教授）

近年、女性特有の健康障害を抱えながら競技を続けるアスリートが多く存在していることが明らかに
なってきた。特に陸上競技においては、長距離選手に生じる無月経が問題であるとしてメディアなどで
取り上げられることも多い。しかしながら、無月経は長距離選手だけに生じるものではなく、さらに食
事制限や体脂肪率が低いことだけが原因とは限らない。思春期の長期にわたる無月経は卵巣機能や骨代
謝に悪影響を及ぼすことが懸念されており、妊孕性の低下や閉経後の健康リスクが高まるため留意しな
ければならない。一方、正常な月経周期を有する場合であっても、月経困難症や月経前症候群によって
コンディション低下につながることがあるが、選手自身が月経周期との関連について気づいていない
ケースもみられる。
従来のスポーツ指導におけるコンディショニングは、男性アスリートを育てる視点で構築された方法
論に基づいている。女性アスリートが生涯にわたって健康を維持しながらピークパフォーマンスの発揮
をめざすためには、女性の生理学的特性を理解してコンディショニング方策を立てることが必要不可欠
である。
本講演では日本陸上競技連盟科学委員会で実施した高校生対象のアンケート調査の結果や大学生を対
象としたコンディショニングサポートを通して得られた知見をもとに、女性アスリートの特性を考慮し
たコンディショニングについて考えを述べる。

プロフィール
生年月日：1974 年 1 月 21 日
所 属 先：日本体育大学児童スポーツ教育学部（教授）
学　　位：博士（医学）
略　　歴：1996 年 日本体育大学体育学部体育学科 卒業
 1998 年 日本体育大学大学院体育科学研究科　修了
 2008 年 昭和大学医学部　博士（医学）取得
 2008 年 東京大学大学院新領域創成科学研究科　特任研究員
 2011 年 日本体育大学女子短期大学部体育科　准教授
 2016 年 日本体育大学児童スポーツ教育学部　教授（現職）
その他社会活動：
 日本陸上競技連盟　科学委員
 日本オリンピック委員会強化スタッフ　（医・科学スタッフ）
 日本体力医学会（理事）
 日本トレーニング科学会（会長）
 日本体育学会（編集委員）
 日本運動生理学会（評議員）
 日本スポーツ栄養学会（評議員）
 女性スポーツ医学研究会（理事）
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シンポジウム 1　陸上競技のコンディショニングサポート

テストステロン値からみた長距離選手の
オーバートレーニング、コンディションのサポート

鳥居　俊（早稲田大学スポーツ科学学術院 教授）

男子選手のコンディションの指標として演者は以前より男性ホルモンであるテストステロン（総ある
いは遊離）を活用している。テストステロン（以下T）は思春期に増加し成人期には維持され、中高年
期に漸減していくとされている。
これまで、高校生、大学生、実業団の長距離走選手での測定値から、20 歳頃まで増加し、成人の値
になること、長距離走選手は全体として同年代標準範囲の中で低い数値をとることなどを確認してきた。
なかでも、オーバートレーニング症候群の選手ではT値が著しい低値を示し、休養による回復に従っ
て増加していくことも経験している。また、長距離走選手に限らずオーバートレーニング症候群の選手
ではT値が低下していることが共通してみられている。
このような経験をふまえて、T値を参考に長距離走選手のコンディションを評価しサポートする考え
方について述べさせていただく。

プロフィール
生年月日：1958 年 10 月 16 日
所 属 先：早稲田大学スポーツ科学学術院（教授）
学　　位：博士（スポーツ科学）
略　　歴：1983 年 東京大学医学部卒業、整形外科学教室入局
  東大病院、虎の門病院などで研修
 1990 年 東京大学整形外科助手
 1993 年 東芝林間病院整形外科医長
 1998 年 早稲田大学人間科学部スポーツ科学科助教授
 組織改編を経て現職
主な指導歴等：東京大学医学部陸上部元監督
その他社会活動：
 日本スポーツ協会公認スポーツドクター
 日本陸上競技連盟科学委員会委員、医事委員会委員
 1990 年北京アジア大会本部ドクター
 1992 年バルセロナ五輪陸上競技日本選手団帯同
 以後、世界陸上、リオ五輪、2021 年東京五輪陸上競技日本選手団帯同（札幌担当）
 日本臨床スポーツ医学会理事、日本成長学会理事
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シンポジウム 1　陸上競技のコンディショニングサポート

男子ナショナル短距離選手を対象とした合宿時における
コンディションサポート

山中　亮（新潟食料農業大学食料産業学部 准教授）

本シンポジウムでは、2019 ドーハ世界選手権および 2021 東京オリンピック直前に実施された山梨県
富士吉田市での合宿時におけるコンディションサポートについての情報提供をさせていただく。
サポート対象である男子ナショナル短距離チームは、オリンピックや世界選手権などの主要な国際大
会前に富士吉田市で合宿を毎回実施していきている。合宿地である富士吉田市は、準高地の基準（標高
1,500m程度）には該当しない標高 1000m前後の場所ではあるが、これまでの合宿時にコンディション
が悪くなる選手がいたことから、本サポートを実施することとなった。
コンディションに関する測定内容としては、生理学的な指標として、血中酸素飽和度、心拍数、尿比
重、体温、唾液中 sIgA（2019 年のみ）・コルチゾール（2021 年のみ）を、主観的な指標として、睡眠・
体調・疲労度等に関する視覚的評価スケール（VAS）を用いた。
それらの測定結果を、本講演で発表させていただく予定である。

プロフィール
生年月日：1985 年 3 月 23 日
所 属 先：新潟食料農業大学　食料産業学部　准教授
学　　位：博士（教育学）
略　　歴：2009 年 鹿児島大学大学院修了
 2012 年 北海道大学大学院教育学院 単位取得退学
 2012 年 国立スポーツ科学センター契約研究員
 2017 年 帝京平成大学健康医療スポーツ学部講師
 2018 年から現職
主な指導歴等：
 2019 年から新潟食料農業大学陸上競技部監督
 主な成績
 ・2020 年 U20 日本陸上競技選手権大会
 　男子 100m走 5 位（水崎　翔）
その他社会活動：
 ・日本陸上競技連盟科学委員会委員
 ・日本オリンピック委員会強化スタッフ（医・科学）
 ・JSC ハイパフォーマンスサポート事業外部スタッフ
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第 21回大会
2日目　2月 23 日（木）

キーノートレクチャー
9：30～10：30

＜記念講堂＞

「日本選手の世界一への挑戦に向けて～他競技から学ぶ～」

登壇者　　　　　　結城　匡啓（信州大学、小平奈緒選手のコーチ）

司会　　　　　　　森丘　保典（日本大学）

シンポジウム 2
10：45～12：15

＜記念講堂＞

「100mハードルの更なる発展に向けて」

登壇者　　　　　　貴嶋　孝太（大阪体育大学）

　　　　　　　　　尾﨑　雄祐（広島大学）

　　　　　　　　　福部　真子（日本建設工業）

コーディネーター　貴嶋　孝太（大阪体育大学）
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キーノートレクチャー

日本選手の世界一への挑戦に向けて ～他競技から学ぶ～

結城　匡啓（ 信州大学学術研究院（教育学系）教授、（公財）日本スケート連盟ナショ
ナルコーチ、（公財）日本オリンピック委員会情報医科学専門委員）

昨年 10 月、36 歳でラストレースを終えた小平奈緒選手を 18 年間指導させていただいた。今大会の
実行委員長の杉田先生とは旧知の仲で、杉田先生は基調講演を務められる小林寛道先生の、私は阿江通
良先生の門下生という関係で、共に院生時代に陸連・科学委員会の仕事をお手伝いさせていただいた同
志だ。その杉田先生からの依頼を受けてキーノートレクチャーを引き受けることとなった。テーマは杉
田先生のご提案の通りとしたが、副題の「他競技から学ぶ」という文言が引っかかって抄録の稿が進ま
ない。私が小平選手との世界一までの取り組みの多くのヒントを陸上競技から得ているからだ。
陸上競技の学会で紹介できるような内容なんてあるんだろうか。困り果てた末に、小平本人に尋ねて
みることにした。すぐに「企業（所属先の相澤病院）の経済的な支援」、「両親が親でいてくれたこと。
決して踏み込んで来なかったこと」と回答があり、その後少し照れたように「私（演者）との出会いで
道が切り拓けたこと」と言ってくれてほっとした。「まるでオリエンテーリングの地図を示されたように、
道しるべには、仕掛けのサイエンスがあり、一方で、用意されていたのではなく、一緒に求めていく姿
勢があった」とのコメントもいただいた。杉田先生には、サイエンス半分、コーチング半分とのご要望
を添えられた。
発表では『世界一』というキーワードを意識して、小平本人の言葉を引用しながら、これまでの活動
をふりかえってみることにしたい。
「外国人と同じことをやっていても、外国人には勝てない」
「最新のトレーニング＋日本のいいところ＝狙っている動きにまとめていく」
「口から入るもので身体は作られる」
「私の強みは、学びを積み上げたこと」
「自分の人生は自分の時間。失敗しても成功してもすべて『正解』」
「信じてはいるけど、頼ってはいない」

プロフィール
略　　歴：1965 年北海道生まれ

 筑波大学体育専門学群卒
 筑波大学大学院博士課程体育科学研究科修了
 1997 年度　博士（体育科学）

 1992 年 スピードスケートワールドカップ 500m 3 位入賞（2回）

 1998 年 長野冬季オリンピック日本代表（短距離担当）コーチ
 2002 年 ソルトレイク冬季オリンピック日本代表（清水宏保担当）コーチ
 2010 年  バンクーバー冬季オリンピック日本代表（小平奈緒・女子チームパシュート担当）

コーチ
 2014 年 ソチ冬季オリンピック日本代表（小平奈緒・山中大地担当）コーチ
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 2018 年 ピョンチャン冬季オリンピック日本代表（小平奈緒・山中大地担当）コーチ

 現在、信州大学　学術研究院（教育学系）　教授
 財団法人日本スケート連盟　スピードスケート・ナショナルコーチ
 財団法人日本オリンピック委員会情報・医・科学専門委員会委員
 日本バイオメカニクス学会　理事
 日本コーチング学会　理事
専門分野：スポーツバイオメカニクス、コーチング論、トレーニング論
主な受賞歴：
 H8.11 第 13 回日本バイオメカニクス学会奨励賞
 H11.6 第 2 回秩父宮スポーツ医科学奨励賞
 H12.7 文部大臣スポーツ功労者顕彰
 H13.10 文部科学大臣スポーツ功労者顕彰
 H14.4 文部科学大臣スポーツ功労者顕彰
 H15.3 文部科学大臣スポーツ功労者顕彰
 H16.10 第 9 回信毎選賞
 H21.6 文部科学大臣国際競技大会優秀者等表彰
 H22.5 文部科学大臣スポーツ功労者顕彰
 H27.7 文部科学大臣国際競技大会優秀者等表彰
 H29.7 文部科学大臣スポーツ功労者顕彰
 H30.4 ミズノ財団スポーツメントール賞ゴールド
 H30.6 ヨネックス財団米山稔賞
 H30.7 文部科学大臣スポーツ功労者顕彰
 R1.7 文部科学大臣スポーツ功労者顕彰
 R2.7 文部科学大臣スポーツ功労者顕彰
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シンポジウム 2　100mハードルの更なる発展に向けて

国内女子 100mハードルの記録向上と
レースパフォーマンス分析結果について

貴嶋　孝太（大阪体育大学体育学部 准教授）

近年の女子 100mハードルの日本記録は、2000 年に金沢イヴォンヌ選手（当時・佐多建設）が 13 秒 00
をマークし、19 年の間その記録が保持されました。2019 年 9 月に寺田明日香選手（当時・パソナグルー
プ）が 12 秒 98 の日本新記録を樹立し、12 秒台の仲間入りを果たしました。それ以降、日本記録の更
新が続いています。寺田選手は自身の記録を 12 秒 87 まで更新しましたが、2022 年 4 月に青木益未選
手（七十七銀行）が 12 秒 86 をマークすると、9月には福部真子選手（日本建設工業）が 12 秒 73 の日
本新記録を樹立しました。
国内の女子 100mハードル選手たちの記録向上には、①普段の技術練習や体力トレーニングの取り組
みが、②競技会においてどのように発揮されたのか、が大きく興味が持たれるところと思います。日本
陸上競技連盟科学委員会では、その活動の 1つとして競技会における選手のパフォーマンス分析を長年
実施してきました。本シンポジウムでは、上記の②の観点に立って、委員会活動で得られたデータを基
に女子 100mハードル選手のパフォーマンス分析結果をご報告するとともに、日本記録保持者の福部選
手が好記録を樹立された要因を検討いたします。分析結果から、女子 100mハードルの更なる発展に向
けたディスカッションをしたいと思います。

プロフィール
生年月日：1981 年 8 月 30 日
所 属 先：大阪体育大学体育学部准教授
学　　位：修士（スポーツ科学）
略　　歴：2004 年 3 月　大阪体育大学卒業
 2008 年 3 月　大阪体育大学大学院博士前期課程修了
 2012 年 3 月　同博士後期課程単位取得退学
 2010 年 4 月　国立スポーツ科学センタースポーツ科学研究部研究員（2014 年 3 月まで）
 2014 年 4 月　大阪体育大学体育学部（現在に至る）
主な指導歴等：大阪体育大学陸上競技部コーチ
その他社会活動：
 日本オリンピック委員会　コーチ
 日本陸上競技連盟　科学委員会委員
 日本陸上競技連盟　強化委員会コーディネーター（ハードル）
 関西学生陸上競技連盟　強化委員会ヘッドコーチ補佐
 大阪体育学会理事
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シンポジウム 2　100mハードルの更なる発展に向けて

女子 100mハードル日本記録達成までの歩みと
パリ五輪へ向けた取り組み

尾﨑　雄祐（ 広島大学教育学部・大学院人間社会科学研究科 助教、日本建設工業
ACコーチ）

本講演では、2022 年に女子 100mハードルで日本選手権初優勝、世界選手権初出場、2度の日本新記
録樹立を達成した福部真子選手のコーチング、トレーニングの全体像について、以下の点から紹介する。
①コーチ就任までの経緯と、福部選手が求めていたこと
② 2022 年へ向けた取り組みと成果
1．トレーニングに関する知識や考え方の共有のために実施した、ミーティング内容
2．コンディション評価、トレーニング負荷調整のしやすいトレーニング手段の考案
3．ハードルクリアランスに関する技術的な変化とそのトレーニング内容に関して
4．体力的な変化とそのトレーニング内容、形態的変化に関する助言と理解について
5．レースパターンの改善に向けた取り組みと実際に起きた変化との齟齬について
6．ストレングスコーチ、理学療法士、治療家の先生方との連携に関して
また、2023 年ブダペスト世界選手権、2024 年パリ五輪に向けた取り組みの一部を紹介するとともに、
女子 100mハードルのさらなる発展へ向けたトレーニングへの示唆を行いたい。

プロフィール
生年月日：1994 年 1 月 17 日
所 属 先：広島大学教育学部・大学院人間社会科学研究科　助教
学　　位：博士（教育学）
略　　歴：長崎県出身、長崎県立佐世保西高校卒（2012 年）、広島大学教育学部卒

（2016 年）、同大学大学院教育学研究科博士課程前期（2018 年）・後期修
了（2021 年）、現同大学教育学部・大学院人間社会科学研究科助教（2021
年 4 月～）

主な指導歴等：
 2021 年 4 月～　 広島大学陸上競技部コーチとして、定期的なトレーニング講習、カウンセ

リング等を行う
 2021 年 7 月～　 日本建設工業AC福部真子選手のコーチとして、トレーニング計画、技術

指導、ストレングスコーチや治療家との連携等を行う
 2021 年 4 月～　 PEACE ACコーチとして、地域の幼児～小学生を対象に、陸上競技の普及・

育成に努める
その他社会活動：自身も現役の 400mハードル選手として、日本選手権の表彰台を目指しています。
競技実績：自己記録 50.00（長崎県記録）、2022 年全日本実業団 3位、2022 年とちぎ国体 5位など。
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シンポジウム 2　100mハードルの更なる発展に向けて

福部　真子（日本建設工業）

プロフィール
生年月日：1995 年 10 月 28 日
所 属 先：日本建設工業
主な競技歴等：
  広島県出身。府中小学校⇒府中中学校⇒広島皆実高校⇒日本体育大学体

育学部卒業。
 4 歳から 12 歳まで水泳、小学 5年生から陸上も始める
 小学 5年生　100 ｍ全国小学生大会出場
 小学 6年生　100 ｍ全国小学生大会出場
 中学 1年生　100 ｍＨ　ＪＯ優勝
 中学 2年生　全中 4種　3位　ＪＯ 3位
 中学 3年生　全中 4種　優勝　ＪＯ優勝
 高校 1～ 3　100 ｍＨ　インハイ 3連覇　日中韓出場
 高校 1・3年　100 ｍＨ　国体優勝
 高校 2年　100 ｍＨ世界ジュニア出場　100 ｍＨ国体優勝
 高校時代自己ベスト記録：13 秒 57
 大学 1年　関東インカレ　100 ｍＨ　3位
 　　　　　全日本インカレ　100 ｍＨ　4位
 　　　　　アジアジュニア　100 ｍＨ　優勝
 大学 2年　関東インカレ　100 ｍＨ　2位
 　　　　　全日本インカレ　100 ｍＨ　3位
 大学 3年　関東インカレ　100 ｍＨ　2位
 　　　　　　　　　　　　400 ｍＨ　優勝
 　　　　　全日本インカレ　100 ｍＨ　3位
 大学 4年　関東インカレ　100 ｍＨ　優勝
 　　　　　　　　　　　　4× 400 ｍＲ　優勝
 　　　　　全日本インカレ　100 ｍＨ　2位
 　　　　　日本選手権　100 ｍＨ　4位
 大学時代自己ベスト記録：13 秒 37
 社会人 1年目　日本選手権　100 ｍＨ　7位
 　　　　　　　全日本実業団　100 ｍＨ　2位
 社会人 2年目　日本選手権　100 ｍＨ　6位
 　　　　　　　全日本実業団　100 ｍＨ　優勝
 社会人 5年目　日本選手権 100 ｍＨ　優勝
 　　　　　　　オレゴン世界陸上　100 ｍＨ　準決勝進出
 　　　　　　　（12 秒 82 日本新記録）
 　　　　　　　全日本実業団　100 ｍＨ　優勝
 　　　　　　　（12 秒 73 日本記録更新）
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第 21回大会
1日目　2月 22 日（水）

一般研究発表
「ポスター発表」

＜1201 教室＞

14：45～15：45

座長　苅山　　靖（山梨学院大学）

　　　木越　清信（筑波大学）

　　　眞鍋　芳明（中京大学）

　　　森丘　保典（日本大学）
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日本陸上競技学会第 21回大会役員

大会会長　尾縣　　貢

大会実行委員会
委 員 長　杉田　正明
委　　員　青木　和浩、小木曽一之、木越　清信、
　　　　　小林　史明、桜井智野風、中澤　　翔、
　　　　　長島　正憲、沼津　直樹、橋本　　峻、
　　　　　廣岡　大地、森丘　保典、山田弥生子

日本陸上競技学会事務局
　〒 150-8366
　東京都渋谷区渋谷 4-4-25
　青山学院大学教育人間科学部
　小木曽研究室内
　Tel & Fax：03-3409-8579
　E-Mail：info@jsa-web.com

日本陸上競技学会第 21回大会事務局
　〒 158-8508
　東京都世田谷区深沢 7-1-1
　日本体育大学杉田研究室内
　Tel：03-5706-1148
　E-Mail：jsa21nittai@gmail.com
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広告・展示・協賛企業団体（順不同）

セリスタ株式会社

太陽化学株式会社

株式会社OCL（株式会社大橋知創研究所）

アプラン株式会社

株式会社フォーアシスト

ヘルステック株式会社

MedVigilance 株式会社

イチビキ株式会社

一般社団法人とうみ湯の丸高原スポーツコミッション

蔵王坊平アスリートヴィレッジ構想推進協議会

味の素株式会社

ユニカ食品株式会社

長谷川体育施設株式会社

一般社団法人日本低酸素トレーニング協会

株式会社Q’sfi x

株式会社アポワテック
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股関節・肩関節の強度と
左右差を素早く測定！

1回のジャンプで選手の
パフォーマンスを瞬時に解析！

◆VALD PERFORMANCE  　筋力測定システム　◆VALD PERFORMANCE  　筋力測定システム　

ハムストリングの強度と左右差を
簡単・正確に測定！

◆EXXENTRIC　フライホイールトレーニングシステム  kBox4 Pro/ｋPully2

◆OTBIO 　多点筋電計測システム◆TELEMED 　超音波測定器

・これまでにない表面筋電位を計測可能
・筋内の活動の部位差の測定、活動変位の
伝搬速度を算出することができます。

   　
            円盤状のウェイトを回転させ、加減速する際の慣性から得られる負荷を利用したトレーニングです。 
       　        　フライホイールトレーニングの最大の利点は、エキセントリックオーバーロー ド（ エキセントリック局面の力発揮が
            コンセントリック局面より大きい状態 ）のトレーニングを、実用的・効率的方法で安全に行うことができるということです。
　　   ストレングストレーニングとしてだけでなく、エキセントリック局面でのケガの予防や受傷後のリハビリにも最適です。

            円盤状のウェイトを回転
       　        　フライホイールト
            コンセントリック局面より
　　   ストレングストレーニング

◆IMUセンサ式モーションキャプチャ　XSENS ◆IMUセンサ式モーションキャプチャ　XSENS 

小型 IMUセンサー　XSENS DOT 
センサー x5　専用チャージケース付属
サイズ36 x 30 x 10mm、重量10gのコンパクトなデザインの
9軸慣性センサー
IP68防水/防塵設計　Bluetooth 5.0対応

    　￥  166,000 -  (税抜)





MedVigilance Inc.
Main product: wearable Device & IoT

Established: Aug, 2015

Tokyo Tech Venture from 2018

Capital(JPY): 98 million

ISO9001: 2015/Privacy mark authorized

SmartRing LANCEBAND3

COMPANY UNIVERSITY GOVERNMENT

● Automatic 24-hour heart rate, body temperature, 
SpO2 measurement
● Antibacterial inner-surface using Titanium
● Able to be customized with you own brand

● Validated by medical school of Keio University
● Autonomic Nervous System Measurement Algorithm
● Automatic 24-hour heart rate, body temperature, and  
SpO2 measurement
● Vital data cloud for corporate labor management

Contact: gc@medvigilance.com





長野県
東御市
と う み し

標高1,750m！ 泳ぐ・走る・鍛える
そんな高地環境が日本にある

ヴィレッジ別館（宿泊施設）

ヴィレッジ（宿泊施設）

屋内プール

トラック

林間800ｍジョギングコース

林間1,000ｍジョギングコース

〈施設のお問い合わせ〉
東御市役所文化・スポーツ振興課スポーツ係
☎0268-75-1455

〈スポーツ合宿のご予約〉
（一社）とうみ湯の丸高原スポーツコミッション
☎050-5211-2804
     yunomaru1750m@gmail.com

長野県

東御市
●

東京

東京から車・鉄道で
2時間30分！！

標高1,750mにつくられたGMOアスリーツパーク湯の丸

トラックは、日本でいちばん高い所にあるトラックです。

ポリウレタン塗装で、一周400mを回る３レーンと５レーン

の100m直線路で構成されています。

ポリウレタン塗装の長所は、弾力性があり、夏冬の寒暖差

や降雨などに影響されず舗装が安定していること。排水性

がよく、雨が降っていても滑りにくいことなどです。

湯の丸高原エリアには複数の宿泊施設があ

りますが、どちらにお泊りの場合でもアスリ

ート食堂の利用が可能となっています。

アスリート食堂は、スポーツ栄養の識見を有

する女子栄養大学の監修を受けており、高地

トレーニングを行うアスリートが必要とする

栄養バランスを考慮した食事を提供し、高地

トレーニング効果を向上させ、また、食物ア

レルギーにも適切に対応しています。

林間800mジョギングコースは、400mトラックの外周を周回します。木々間を縫って

走る、適度なアップダウンをつけたコース設計です。路面は土やウッドチップになって

いるので、膝に負担がかかりにくくなっています。自然のなかでリラックスしながら高地

トレーニングができるコースです。

標高1750mにつくられたGMOアスリーツパーク湯の丸

国内最高地点につくられた
全天候型400mトラック

林間800mジョギングコースは 400mトラックの外周を周回します。木々間を縫って

リラックスしながら高地トレーニングが可能

国内唯一の高地トレーニング用屋内プールをはじめ、400ｍトラック、林間ジョ
ギングコース、宿泊施設、トレーニングルーム等がコンパクトにまとまったエリアに
整備され、水泳・陸上合宿を中心に受入を行っています。
また、スポーツ栄養の識見を有する女子栄養大学の監修を受けるアスリート食堂
も併設されており、効果的な高地トレーニングが行えます。
長野県東御（とうみ）市湯の丸高原にある当施設は、日本の東からも西からもアク
セスがよく、トップアスリートからジュニアや一般の方まで、幅広い用途・目的に
応じた利用が可能です。

ＧＭＯアスリーツパーク湯の丸の特徴



高く、強く
HIGH AND STRONG

施設情報や合宿補助金制度の
詳細は公式HPをご覧ください

〒999-3113
（ ZAOたいらぐら管理室）

facebookページ運営中！
BAV 山形 検 索

山形県上山市蔵王坊平国有林241林班

坊平アスリートヴィレッジ

023-677-0283

最適な環境と施設がトレーニングをバックアップします

クロスカントリーコース 猿倉イベントパーク
（多目的グラウンド）

ZAOたいらぐら
（屋内トレーニング施設）

蔵王グリーングラウンド
（全天候型グラウンド８レーン）

坊平リカバリー温泉
高源ゆ

NEW

スポーツ庁指定ナショナルトレーニングセン
ター高地トレーニング強化拠点施設

その自然は全てのスポーツマンに必要な体力、精神力を養う
あらゆる条件を整えています。標高 1000mの広大な準高地フィールドは
アスリートをもっと強く、高みへと導きます。





トップアスリート向け
プロ仕様粉末飲料

消化吸収速度のイメージ
● 一般的な糖質

小腸の入り口近くで
素早く消化吸収

小腸全体を使い
ゆっくりと消化吸収

● パラチノース®�

● 運動前後は
「アイソトニック（等張性）」

● 運動中は
「ハイポトニック（低張性）」

体 水分 体 水分 4.40
牛乳

2.67
炭酸Ca

5.95
本品

（UNICAL）

● カルシウムの
　 腸管吸収率［％］ 吸収率

牛乳の1.35倍

① 水分吸収
スポーツをする際の水分補給はとても大切です
が、ただ闇雲に摂取すれば良いという訳ではあり
ません。最高のパフォーマンスを発揮するために
は、適切なタイミングで適切な浸透圧のドリンク
を摂取する必要があります。

③ 持続性エネルギー吸収
持続性エネルギー「パラチノース®」を配合。小
腸でゆっくり、かつ完全に分解・消化されるため
（消化時間がショ糖の約5倍）、持久性スポーツ
で最後まで安定したパフォーマンスを維持でき
ます。植物由来の安心なエネルギー源です。

パフォーマンス向上に大切な「3つ」の吸収をサポート

② カルシウム吸収※
骨格の形成だけではなく、筋肉の収縮にも用いられるカ
ルシウムもまた、発汗によって失われてしまいます。
TOPRUNNERは独自製法によって吸収率を牛乳の約1.35
倍に高めた吸収型カルシウム「ユニカル」を配合。さら
に、吸収をサポートするビタミンDも配合しています。

運動中に

TOPRUNNER ハイポトニック
20g/1袋×10袋入　1箱 3,240円（税込）
［飲み方 ］ 
1袋を500㎖の水（ミネラルウォーターな
ど）に溶かしてお飲みください。
運動中の摂取がおすすめです。
※エネルギー 68.4kcal／１袋（20g）あたり

本グラフはラットによるカルシウム吸収率を表していま
す。カルシウムの吸収率の差を相対的に表したもので
あり、人の体内での結果を示すものではありません。　

※ラット腸管吸収試験60分間平均吸収率（当社比）

TOPRUNNER アイソトニック
30g/1袋×10袋入　1箱 4,104円（税込）
［ 飲み方 ］ 
1袋を500㎖の水（ミネラルウォーターな
ど） に溶かしてお飲みください。
運動前後の摂取がおすすめです。
※エネルギー 108.6kcal ／１袋（30g）あたり

運動前後に

スポーツ庁からの委託事業で日本体育大学と共同開発したプロ
仕様の粉末飲料。浸透圧設計による適切な水分補給と、レース
に必要なエネルギー・ミネラル・ビタミンをしっかりチャージ。
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639-0226 1-513-17 

TEL&FAX 745-43-7027  
http:teisanso.cho88.com 



日本陸上競技学会
会　長：尾縣　貢
副会長：阿江　通良、石塚　　浩
理事長：青木　和浩
理　事：安井　年文、小木曽一之、大山卞圭悟、眞鍋　芳明、鯉川なつえ、
　　　　杉田　正明、森丘　保典、木越　清信、清水　茂幸、小賦　　肇、
　　　　青山　清英、吉田　孝久、青山　亜紀、苅山　　靖、山崎　一彦、
　　　　前村　公彦、大橋　祐二、伊藤　信之、桜井智野風、麻場　一徳
監　事：繁田　　進、植田　恭史
幹　事：田原　陽介、中野　美沙、関　慶太郎
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